
 

 
 

2025年５月12日 

各   位 

会 社 名 株式会社 池田泉州ホールディングス 

代表者名 取締役社長兼ＣＥＯ   鵜 川   淳  

(コード番号 ８７１４  東証プライム市場） 

問合せ先 執行役員企画総務部長  永 井 一 生 

(ＴＥＬ ０６－４８０２－００１３) 

 

 

第５次中期経営計画 Plusにおける経営目標及び重点戦略の見直しについて 

 

株式会社池田泉州ホールディングス（取締役社長兼ＣＥＯ 鵜川 淳、以下「当社」）は、2024

年度からの２年間を計画期間とする「第５次中期経営計画 Plus」の経営目標及び重点戦略を見直

しましたので、お知らせいたします。 

 

記 

１． 見直しの経緯 

 第５次中期経営計画 Plus の初年度にあたる 2024 年度の当期純利益は、最終年度の目標

110億円以上を上回る 132億円となりました。 

 外部環境面では、2024 年度は国内市場金利が上昇、2025 年度４月に入り乱高下が見られ

るものの、長期的には今後も一定程度の国内市場金利の上昇を見込んでいます。 

 こうした経営環境の変化を踏まえ、経営目標及び重点戦略を見直します。 

 

２．経営目標と重点戦略の見直し 

（１）経営目標 

 計画最終年度（2025年度）の HD連結当期純利益目標を 147億円に上方修正、長期的に目

指す水準としていた HD連結 ROE８％の達成時期を 2028年度と明確化いたします。 

 2025年度目標 ROE８％の達成時期 

当初計画 本日公表 当初計画 本日公表 

HD連結当期純利益 110億円以上 147億円  200億円 220億円 

HD連結 ROE ４％以上 6.1％ 長期的に目指す

水準８％ 

2028年度目標 

８％ 

（政策金利前提）  （0.50％）  （0.75％） 

   

（２）重点戦略 

重点戦略である企業価値向上に向けた取組みについて、株主還元の充実を図るべく、次期

中期経営計画期間となる 2026年度以降に向けての株主還元方針を見直します。 

2024年度  株主還元率 40％以上 

2025年度  株主還元率 40％以上 

1株あたり配当金 16円以上とし、自己株式の取得は機動的に実施する 

2026年度以降  配当性向 40％を目安 

利益の成長ととともに累進的な配当を行い、自己株式の取得は機動的に

実施する 

以上 



第5次中期経営計画Plus
（2024年度～2025年度）

計数計画見直し及び株主還元方針の変更
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キーメッセージ

第5次中期経営計画Plusの進捗及び2025年度目標見直し

 徹底したソリューションビジネスのKPIであるソリューション件数は、2024年度11,203件と2025年度
目標12,000件に向け順調に増加。
本業利益も2024年度108億円と計画を上回り着実に増加。

 2024年度株主還元は、1株当たり配当金12.5円から15.5円へ増配、自社株式取得10億円実施。

 将来を見据えた戦略的投資（人的資本投資、デジタルバンク等）を引き続き強化。

 【上方修正】 2025年度のHD連結当期純利益は147億円、ROE6.1%と増益を計画。
（当初目標は112億円、ROE4%台）※政策金利の前提は現時点の0.50％

 【目標明確化】 PBR1倍に向けて、次期中期経営計画最終年度の2028年度にROE8％を目指す。
（当初計画は長期目標としてROE8％）※政策金利の前提は0.75％

 【還元方針変更】
2025年度は1株当たり配当金を16円以上とし、機動的な自己株式取得とあわせ、株主還元率
40％以上とする。
株主還元の充実を図るべく、次期中期経営計画期間となる2026年度以降は、利益の成長とともに
累進的な配当を行い、配当性向40％を目安とし、自己株式の取得は機動的に実施する。

 2025年2月、銀行業の営業免許を取得し、「01銀行」に商号変更。事業者が普段から利用する
クラウドサービスを提供するプラットフォーマーと連携した新たな金融サービスを提供していく。

企業価値向上に向けた取り組み

デジタルバンク（戦略的投資）
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企業価値向上に向けた取り組み
人材戦略（人的資本経営）
デジタル戦略（DX・IT戦略）
デジタルバンク

1. 第5次中期経営計画Plus 骨子・目標計数

経営資本 経営戦略 経済的・社会的価値

Vision’25の実現

HD連結 当期純利益
110億円以上→147億円

2025年度計画・KPI

ソリューション件数
12,000件以上

HD連結 ROE
4%以上→6.1％

2028年度 8％目指す

財務資本

知的資本

人的資本

社会・関係
資本

製造資本

自然資本

ポテンシャルB/S

Vision’25実現に向け、グループの特徴であるポテンシャルB/Sを
拡大し、徹底したソリューションビジネスを展開

重点戦略Plus

徹底したソリューションビジネスの構築・提供
第5次中期経営計画Plusを支える体制整備
サステナブル経営

• 利上げ等の環境変化を踏まえ、2025年度目標を見直し
• 2025年度HD連結当期純利益は、当初目標110億円以上から147億円、ROEは当初目標4％以上から6.1％

とする 【上方修正】

重点戦略Plus 徹底したソリューションビジネス

アドバンテージ アライアンス

リソース

銀行単体 コアOHR
72％台→66%台

Update
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次期中期経営計画
2026～2028年度

2. 第5次中期経営計画Plus HD連結当期純利益

• 戦略的投資を実施しながら、 2025年度HD連結当期純利益は147億円、ROE6.1%と増益を計画 【上方修正】
• 既存ビジネスの収益拡大に加え、デジタルバンクの収益拡大等により、2028年度ROE8％を目指す 【目標明確化】

第5次中期経営計画Plus
2024~2025年度

長期目線

※1 戦略的投資のうち01Bankにかかる損益影響
※2 利益見通しの政策金利の前提は2025年度0.5％、2028年度0.75％

FY28FY25FY24実績

ROE 5.5% 6.1%
4％
以上

上方修正

８%

目標時期明確化

8%

当初
計画

112
億円

当初
計画

110
億円

修正
計画

129
億円

147億円

132億円

220億円

預
貸
金
利
息
・
役
務
利
益

+57

▲23

本業利益
+34

営
業
経
費

市
場
関
連

+28

▲6

与
信
コ
ス
ト

▲24 ▲17

戦
略
的
投
資

そ
の
他

※1

更なる
金利上昇

既存ビジネス
収益拡大

01銀行
黒字化

上方修正

※2

※2

更なる
企業価値
向上

当初計画：2024年5月公表、修正計画：2024年10月公表
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21 28 28 35
43 44

10 15

7.5円
10.0円 10.0円

12.5円
15.5円 16.0円以上

FY20 FY21 FY22 FY23 FY24

（予定）

FY25

（予定）

FY26

次期中期経営計画
2026～2028年度

3. 企業価値向上に向けた取り組み 財務資本配当戦略 /株主還元方針

株主還元推移

• 株主還元の充実を図るべく、次期中期経営計画期間となる2026年度以降に向けての株主還元方針を見直し
• 2025年度は、1株当たり配当金16円以上、自己株式取得15億円（2025年5月時点）を予定

（単位：億円）

配当金
総額

自己株式
取得

配当性向

株主還元率

1株当たり配当金

48％ 26％ 30％ 32％ 33％

50％ 26％ 30％ 32％ 40％

40％目安

利益の成長とともに
累進的配当

40％以上

30％以上

第5次中期経営計画Plus
2024~2025年度

株主還元
方針

株主還元率
40％以上

株主還元率40％以上
1株あたり配当金16円以上とし、

自己株式の取得は機動的に実施する

配当性向40％を目安
利益の成長とともに累進的な配当を行い、
自己株式の取得は機動的に実施する

2024年度 2025年度 2026年度以降Update Update

自己株式取得15億円を予定（2025年5月時点）


